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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
先端側開口および基端側開口を有する管路を内部に有する内視鏡を洗浄するための内視鏡
洗浄装置であって、
　該内視鏡洗浄装置は、前記内視鏡の外表面を洗浄する外表面洗浄装置と、前記内視鏡内
の管路内を洗浄する管路内洗浄装置と、制御部とを備え、
　前記外表面洗浄装置は、前記内視鏡を収容する洗浄槽と、洗浄液を貯留する洗浄液タン
クと、該洗浄液タンクから前記洗浄槽に洗浄液を供給する洗浄液供給手段と、洗浄後の洗
浄液の排出手段とを備え、前記洗浄槽において洗浄液に浸漬された内視鏡の外表面を洗い
流し洗浄可能となっており、さらに、
　前記管路内洗浄装置は、球状洗浄具を収納した洗浄部材と、該洗浄部材を着脱可能に装
着する洗浄部材装着部と、液体注入装置と、空気注入装置と、前記液体注入装置に接続さ
れた送液管と、前記空気注入装置に接続された送気管とを備え、前記洗浄部材装着部は、
前記送液管および前記送気管と連通する上流側装着部と、前記内視鏡の前記管路の前記基
端側開口に接続可能な接続部を有する下流側装着部とを備え、
　前記制御部は、前記液体注入装置により注入される洗浄液等の液体の注入量、注入時間
および注入間隔を制御する液体注入装置制御機能と、前記空気注入装置により注入される
空気の注入圧力、注入時間および注入間隔を制御する空気注入装置制御機能とを備え、
　前記内視鏡洗浄装置は、前記制御部により、前記液体注入装置及び空気注入装置から送
り出される液体と空気を制御して前記洗浄部材装着部の前記上流側装着部に送給し、前記
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洗浄部材に収納されている前記球状洗浄具を前記下流側装着部を介して前記内視鏡の前記
基端側開口より前記管路内に送り込み、前記球状洗浄具を前記管路内壁と接触した状態に
て洗浄液等の液体もしくは液体と空気とともに移動させた後、前記先端側開口より排出さ
せることにより、前記内視鏡の管路内を前記基端側開口側から前記先端側開口方向への洗
浄を可能としたことを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
前記制御部は、前記内視鏡の管路内に、液体のみの供給と、液体と空気の同時送給とを選
択して行う機能を備えている請求項１に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項３】
前記制御部は、前記内視鏡の管路内に、液体のみの供給と、液体と空気の同時送給とおよ
び空気のみの供給を選択して行う機能を備えている請求項１に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項４】
前記制御部は、前記球状洗浄具を前記管路内に送り込む際、前記液体を所定秒流し、その
後空気を所定秒を流す操作を１セットとし、 これを複数回繰り返すように制御する請求
項１ないし３のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項５】
前記制御部は、前記球状洗浄具を前記管路内に送り込む際、前記液体を３０～６０秒流し
、その後空気を１０～２０秒を流す操作を１セットとし、これを３～７回繰り返すように
制御するものである請求項１ないし３のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項６】
前記内視鏡洗浄装置は、前記液体注入装置の前記送液管に設けられた流量センサーを備え
、前記制御部は、目詰まり判断用流量値を記憶しており、前記流量センサーにより検知さ
れる流量が前記目詰まり判断用流量値以下となったことが検知されたときに作動する警報
装置を有するものである請求項１ないし５のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項７】
前記内視鏡洗浄装置は、前記液体注入装置の前記送液管に設けられた流量センサーを備え
、前記制御部は、目詰まり判断用流量値を記憶しており、前記流量センサーにより検知さ
れる流量が前記目詰まり判断用流量値以下となったことが検知されたとき、前記液体注入
装置および前記空気注入装置の作動を停止する機能を備えている請求項１ないし６のいず
れかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項８】
前記球状洗浄具は、多数の極細繊維により略球状に成形された多孔質体であって、前記液
体により膨潤可能であるとともに膨潤時に洗浄対象となる内視鏡の管路の内径より大きな
外径となり、前記管路内に注入される前記液体もしくは液体と空気により前記管路の内壁
に接触した状態にて移動可能とした請求項１ないし７のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置
。
【請求項９】
前記液体注入装置は、前記洗浄液タンクに貯留されている洗浄液を送給する液体ポンプと
、前記洗浄液を送給する送液管と、送液管に設けられ、前記制御部により開閉制御される
液体送給切換バルブと、液体の流量を計測する流量センサーとを備えるものである請求項
１から８のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。　　
【請求項１０】
前記空気注入装置は、空気ポンプと圧縮空気を貯留する空気タンクと圧縮空気を送給する
送気管と、該送気管に設けられ、前記制御部により開閉制御される空気送給切換バルブと
を備えるものである請求項１から９のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項１１】
前記洗浄部材は、複数の球状洗浄具を保持する筒状部材と、該筒状部材を収容する収容ケ
ースとからなり、該収容ケースは、両端部に前記筒状部材の内径とほぼ等しい外径に形成
された接続部を備え、該接続部には、前記洗浄部材装着部の前記上流側装着部および前記
下流側装着部とを構成するチューブの内部に液密に接続可能なシール用の環状リブが設け
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られている請求項１ないし１０のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項１２】
前記洗浄部材は、複数の球状洗浄具を保持する複数の保持孔を有するカートリッジと、該
カートリッジを挿入するカートリッジ装着部と、該カートリッジ装着部に挿入したカート
リッジの複数の保持孔の各々と連通する複数の上流側流路と、該複数の上流側流路を集結
し、かつ前記洗浄部材装着部の前記上流側装着部に接続可能な流入側接続部と、前記保持
孔の各々と連通する複数の下流側流路と、該複数の下流側流路を集結し、かつ前記洗浄部
材装着部の前記下流側装着部に接続可能な流出側接続部とを有する請求項１ないし１０の
いずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項１３】
前記洗浄部材の前記複数の下流側流路は、前記カートリッジより流出する複数の球状洗浄
具の前記流出側接続部への到達時間を異なるものとするために、各下流側流路は、流路長
がそれぞれ異なるものとなっている請求項１２に記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、先端側開口および基端側開口を有する管路を内部に有する内視鏡の外表面と
、内部の管路内を洗浄する内視鏡洗浄装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡検査が終了した使用後の内視鏡は、体控内に挿入する挿入部の外表面が汚染され
、また、内視鏡の鉗子チャンネル、吸引チャンネル、送気チャンネル、送水チャンネル等
の複数の管路内が、粘液、血液、汚物により汚染されている。このため、内視鏡の再使用
にあたっては二次感染などを防止するために、内視鏡の外表面、および、管路内の厳密な
洗浄が必要となる。
　そのため、一般的には内視鏡を洗浄する洗浄槽を設け、該洗浄槽に洗浄液を満たし、そ
の中に内視鏡を侵漬しスポンジ、ガーゼ等を使用して内視鏡の外表面を洗浄するとともに
、内視鏡の複数の管路のそれぞれに洗浄液を注入できるように、複数の送液管路が前記洗
浄槽等に配設され、該送液管路と内視鏡の複数の管路を洗浄アダプターを使用して接続し
、管路内に洗浄液を注入し内視鏡の管路内の洗浄をするものが種々知られているが、内視
鏡の管路内に洗浄液を流すだけであるから洗浄が充分に行うことができなかった。
【０００３】
　そこで、このような内視鏡洗浄装置を改良するものとして、特開２００７－２７５４３
７号公報（特許文献１）に開示されているように、内視鏡洗浄装置の上部に所定の深さを
有する洗浄槽が設けられ、該洗浄槽内に内視鏡を収容し、洗浄液、濯ぎ水等を供給して、
内視鏡に付着している粘液、血液、汚物を洗浄し、また、内視鏡の各管路に液体供給ユニ
ットにより洗浄液等の流体を供給するとともに、洗浄ブラシを管路に自動的に挿抜して管
路を洗浄するものが提案されている。
　また、特許第３４１６９３３号公報（特許文献２）には、内視鏡の管路内を、管路の口
径よりやや大きいサイズの複数個の球状ブラシを洗浄液と同時に吸引移動させることによ
り、チューブ内表面の粘液、血液などの汚染物を洗浄し、細菌、ウィルスなどをも脱落、
消失させる球状ブラシ吸引型内視鏡ブラッシング洗浄装置が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２７５４３７号公報
【特許文献２】特許第３４１６９３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、前記特許文献１の発明は、洗浄ブラシを使用し管路内を挿抜するもので
あるから、管路の内壁を不規則に擦れ合うブラシによる洗浄となるため、管路の内壁に付
着する分泌物、血液、組織片などの比較的落ちやすい汚染物の洗浄除去は可能であるが充
分な洗浄効果がなく、ウイルス、細菌その他の各種微生物などを除去することについては
問題があり、さらに、内視鏡の管路内の径の異なる部分また管路の湾曲部分においては、
隅々まで洗浄することが困難であった。
　また、前記特許文献２の発明にあっては、球状ブラシを使用して洗浄液とともに吸引移
動させて内視鏡管路内に付着する粘液などの分泌物、血液、組織片などは勿論、ウイルス
、細菌、その他の各種微生物等を洗浄除去することができるが、より洗浄効果を高めるた
めに、球状ブラシの管路内を移動させる手段の改良、および、使用勝手をよくするために
球状ブラシの送り出し器について改良をする余地があった。　　　　　　　　 
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたもので、内視鏡の外表面を洗浄する外表面洗浄装
置により内視鏡の外表面の洗浄を行い、管路内洗浄装置により内視鏡内の管路内を洗浄す
るものであって、内視鏡の内部の管路内に送り込む球状洗浄具を収納した洗浄部材の内視
鏡への装着を容易とし、前記洗浄部材を内視鏡の基端側開口、例えばユニバーサルコード
部の吸引チャンネル口に接続し、比較的汚染の少ない吸引チャンネル口から球状洗浄具を
送り込み、該球状洗浄具を吸引チャンネル内を移動させ、その後前記吸引チャンネルに連
通する汚染の多い鉗子チャンネル内を移動せ内視鏡の先端側開口方向へ洗浄できるように
し、洗浄作業をする人が最も汚染された体控内に挿入される内視鏡の先端部に触れること
なく洗浄作業を行え、また、汚染された鉗子チャンネル内を通った洗浄具が吸引チャンネ
ルを通過することなく洗浄でき洗浄効果を高め、さらに、球状洗浄具を管路内に送り込む
際に、洗浄液等の液体及び空気の注入を制御部で制御し、強い水流と大きい空気圧を球状
洗浄具に作用させ、もしくは間欠的に作用させて、内視鏡の管路の内径に大小の差があっ
ても、また、湾曲した部分、段差等があっても確実に管路の内壁に密に接触しつつ移動可
能とし、内視鏡の管路内の隅々まで確実に洗浄できることができ、さらにまた、複数の球
状洗浄具が同時に洗浄部材から送り出されても、内視鏡の管路内で球状洗浄具が詰まるこ
とがなく確実に排出できる等、使い勝手をよくした内視鏡洗浄装置を提供することを目的
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を達成するものは、以下のものである。
（１）先端側開口および基端側開口を有する管路を内部に有する内視鏡を洗浄するための
内視鏡洗浄装置であって、
　該内視鏡洗浄装置は、前記内視鏡の外表面を洗浄する外表面洗浄装置と、前記内視鏡内
の管路内を洗浄する管路内洗浄装置と、制御部とを備え、
　前記外表面洗浄装置は、前記内視鏡を収容する洗浄槽と、洗浄液を貯留する洗浄液タン
クと、該洗浄液タンクから前記洗浄槽に洗浄液を供給する洗浄液供給手段と、洗浄後の洗
浄液の排出手段とを備え、前記洗浄槽において洗浄液に浸漬された内視鏡の外表面を洗い
流し洗浄可能となっており、さらに、
　前記管路内洗浄装置は、球状洗浄具を収納した洗浄部材と、該洗浄部材を着脱可能に装
着する洗浄部材装着部と、液体注入装置と、空気注入装置と、前記液体注入装置に接続さ
れた送液管と、前記空気注入装置に接続された送気管とを備え、前記洗浄部材装着部は、
前記送液管および前記送気管と連通する上流側装着部と、前記内視鏡の前記管路の前記基
端側開口に接続可能な接続部を有する下流側装着部とを備え、
　前記制御部は、前記液体注入装置により注入される洗浄液等の液体の注入量、注入時間
および注入間隔を制御する液体注入装置制御機能と、前記空気注入装置により注入される
空気の注入圧力、注入時間および注入間隔を制御する空気注入装置制御機能とを備え、
　前記内視鏡洗浄装置は、前記制御部により、前記液体注入装置及び空気注入装置から送
り出される液体と空気を制御して前記洗浄部材装着部の前記上流側装着部に送給し、前記
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洗浄部材に収納されている前記球状洗浄具を前記下流側装着部を介して前記内視鏡の前記
基端側開口より前記管路内に送り込み、前記球状洗浄具を前記管路内壁と接触した状態に
て洗浄液等の液体もしくは液体と空気とともに移動させた後、前記先端側開口より排出さ
せることにより、前記内視鏡の管路内を前記基端側開口側から前記先端側開口方向への洗
浄を可能とした内視鏡洗浄装置。
【０００８】
（２）前記制御部は、前記内視鏡の管路内に、液体のみの供給と、液体と空気の同時送給
とを選択して行う機能を備えている上記（１）に記載の内視鏡洗浄装置。
（３）前記制御部は、前記内視鏡の管路内に、液体のみの供給と、液体と空気の同時送給
とおよび空気のみの供給を選択して行う機能を備えている上記（１）に記載の内視鏡洗浄
装置。
（４）前記制御部は、前記球状洗浄具を前記管路内に送り込む際、前記液体を所定秒流し
、その後空気を所定秒を流す操作を１セットとし、 これを複数回繰り返すように制御す
る上記（１）ないし（３）のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
（５）前記制御部は、前記球状洗浄具を前記管路内に送り込む際、前記液体を３０～６０
秒流し、その後空気を１０～２０秒を流す操作を１セットとし、これを３～７回繰り返す
ように制御するものである上記（１）ないし（３）のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【０００９】
（６）前記内視鏡洗浄装置は、前記液体注入装置の前記送液管に設けられた流量センサー
を備え、前記制御部は、目詰まり判断用流量値を記憶しており、前記流量センサーにより
検知される流量が前記目詰まり判断用流量値以下となったことが検知されたときに作動す
る警報装置を有するものである請求項１ないし５のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
（７）前記内視鏡洗浄装置は、前記液体注入装置の前記送液管に設けられた流量センサー
を備え、前記制御部は、目詰まり判断用流量値を記憶しており、前記流量センサーにより
検知される流量が前記目詰まり判断用流量値以下となったことが検知されたとき、前記液
体注入装置および前記空気注入装置の作動を停止する機能を備えている上記（１）ないし
（６）のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
（８）前記球状洗浄具は、多数の極細繊維により略球状に成形された多孔質体であって、
前記液体により膨潤可能であるとともに膨潤時に洗浄対象となる内視鏡の管路の内径より
大きな外径となり、前記管路内に注入される前記液体もしくは液体と空気により前記管路
の内壁に接触した状態にて移動可能とした上記（１）ないし（７）のいずれかに記載の内
視鏡洗浄装置。
【００１０】
（９）前記液体注入装置は、前記洗浄液タンクに貯留されている洗浄液を送給する液体ポ
ンプと、前記洗浄液を送給する送液管と、送液管に設けられ、前記制御部により開閉制御
される液体送給切換バルブと、液体の流量を計測する流量センサーとを備えるものである
上記（１）から（８）のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。　　
（１０）前記空気注入装置は、空気ポンプと圧縮空気を貯留する空気タンクと圧縮空気を
送給する送気管と、該送気管に設けられ、前記制御部により開閉制御される空気送給切換
バルブとを備えるものである上記（１）から（９）のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【００１１】
（１１）前記洗浄部材は、複数の球状洗浄具を保持する筒状部材と、該筒状部材を収容す
る収容ケースとからなり、該収容ケースは、両端部に前記筒状部材の内径とほぼ等しい外
径に形成された接続部を備え、該接続部には、前記洗浄部材装着部の前記上流側装着部お
よび前記下流側装着部とを構成するチューブの内部に液密に接続可能なシール用の環状リ
ブが設けられている上記（１）ないし（１０）のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
（１２）前記洗浄部材は、複数の球状洗浄具を保持する複数の保持孔を有するカートリッ
ジと、該カートリッジを挿入するカートリッジ装着部と、該カートリッジ装着部に挿入し
たカートリッジの複数の保持孔の各々と連通する複数の上流側流路と、該複数の上流側流
路を集結し、かつ前記洗浄部材装着部の前記上流側装着部に接続可能な流入側接続部と、
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前記保持孔の各々と連通する複数の下流側流路と、該複数の下流側流路を集結し、かつ前
記洗浄部材装着部の前記下流側装着部に接続可能な流出側接続部とを有する上記（１）な
いし（１０）のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
（１３）前記洗浄部材の前記複数の下流側流路は、前記カートリッジより流出する複数の
球状洗浄具の前記流出側接続部への到達時間を異なるものとするために、各下流側流路は
、流路長がそれぞれ異なるものとなっている上記（１２）に記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、外表面洗浄装置により洗浄槽において洗浄液に内視
鏡を侵漬し、侵漬された内視鏡の外表面を洗い流し内視鏡の外表面の洗浄を行うことがで
きる。
　また、管路内洗浄装置は、内視鏡の管路内に送り込む球状洗浄具を収納した洗浄部材の
装着が容易で、複数の球状洗浄具を簡単に管路内に送り込むことができる。
　そして、前記管路内洗浄装置の制御部により、球状洗浄具を収納した洗浄部材に、液体
注入装置から送り出される液体の注入量、注入時間、注入間隔、および、空気注入装置か
ら送り出される空気の注入圧力、注入時間、注入間隔が制御され、制御された液体もしく
は液体と空気が前記球状洗浄具に送給され、前記球状洗浄具が内視鏡の基端側開口より管
路内に強い水流（水圧）、もしくは強い水流と大きい空気圧を受けて送り込まれ、前記管
路内を移動するので、内視鏡の管路内壁に付着した分泌物、血液、組織片等の汚染物を洗
浄除去し、ウイルス、細菌その他の各種微生物等も一気に除去できる。
　また、管路内洗浄装置は、前記球状洗浄具が内視鏡の比較的汚染の少ない前記基端側開
口である吸引チャンネル口から送り込まれ、汚染の激しい内視鏡の先端側開口方向へ洗浄
を進めるので、汚染が激しい鉗子チャンネル内を通った洗浄具が内視鏡の先端側開口から
排出され、吸引チャンネル内を汚染された洗浄具が通過することなく洗浄できる。
　さらに、前記管路内洗浄装置は、内視鏡が最も汚染される体控内に挿入される前記先端
側開口に該管路内洗浄装置の洗浄部材等を接続することなく洗浄作業ができるので、洗浄
作業をする人も汚染された内視鏡の先端部に触れることなく洗浄作業が行え、また、管路
内洗浄装置自体も汚染されることがないので、該管路内洗浄装置の洗浄消毒する必要がな
い。
【００１３】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、前記制御部により、前記内視鏡の管路内に、洗浄液
等の液体のみを送給したり、液体と空気とを同時送給したり、空気のみの供給したりする
等自由に選択して制御できるので、使用する内視鏡の種類の相違、汚染の程度の違い等に
対応して、効果的な洗浄をすることができる。
　特に、前記制御部は、前記球状洗浄具を前記管路内に送り込む際、前記液体を所定秒流
し、その後空気を所定秒を流す操作を１セットとし、これを複数回繰り返すように制御す
ることも可能であるから、管路内の洗浄を効果的に行うことができる。そして、前記液体
を３０～６０秒流し、その後空気を１０～２０秒を流す操作を１セットとし、これを３～
７回繰り返せば洗浄効果は極めて高くなる。
　さらに、前記球状洗浄具が排出された後は、空気のみを送給する制御をすることにより
、管路内を乾燥をさせることができ、細菌等の付着・増加を予防することができる。
【００１４】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、前記内視鏡洗浄装置は、流量センサーを備え、目詰
まり判断用流量値を下回ると警報装置から警報が発せられので、洗浄が順調に進んでいる
か否かを知ることができる。また、目詰まり判断用流量値を下回ると前記液体注入装置お
よび前記空気注入装置の作動を停止し、液体や空気の送給を止めることができるので、内
視鏡の管路、洗浄部材、洗浄部材装着部、及び、それらの接続部に強い水圧、大きな空気
圧が加わり、器具の損傷、接続部の離脱等が生じることがない。
【００１５】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、前記球状洗浄具は、多数の極細繊維により略球状に
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成形された多孔質体のものを使用するので、液体もしくは液体と空気を用いて内視鏡の管
路内に送り込まれると、前記球状洗浄具は前記液体により膨潤し洗浄対象となる内視鏡の
管路の内径より大きな外径となり、前記液体もしくは液体と空気により前記管路の内壁に
接触した状態で、内視鏡の管路内壁に付着した粘液などの分泌物、血液、組織片など汚染
物を洗浄除去し、ウイルス、細菌その他の各種微生物なども除去しながら移動し管路内を
洗浄をすることができる。
　さらに、前記球状洗浄具は内径の大きい管路から内径の小さい管路に移っても楕円形に
変形しつつ管路の内壁に接触した状態で移動し、また、湾曲部分や段差がある部分に差し
掛かってもその管路の形状に対応して内壁に接触した状態で移動するので、注入される洗
浄液等の液体と空気との働きにより、短時間で内視鏡の管路内の隅々まで確実に洗浄する
ことができる。
【００１６】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、複数の球状洗浄具を収納した前記洗浄部材を使用し
ているので、前記洗浄部材を液体と空気が送給される前記洗浄部材装着部の上流側装着部
と、前記内視鏡の前記基端側開口に接続される前記洗浄部材装着部の下流側装着部との間
に装着するという簡単な作業で、複数の球状洗浄具を内視鏡の管路に送り込む準備ができ
る。
　また、前記洗浄部材を複数の球状洗浄具を保持するカートリッジ式とした場合は、カー
トリッジ装着部に該カートリッジを挿入すると、カートリッジの複数の保持孔の各々と複
数の上流側流路と複数の下流側流路が連通し、前記洗浄部材装着部の前記上流側装着部か
ら液体もしくは液体と空気を送給するだけで、複数の球状洗浄具を送り出さすことがでる
。
　さらに、前記複数の下流側流路は、流路長がそれぞれ異なるものとなっているので、複
数の球状洗浄具をカートリッジから同時に送り出しても、時間差をもって前記内視鏡の前
記基端側開口から管路内に送り込まれるので、管路内で球状洗浄具が詰まることがなく使
い勝手がよい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の内視鏡洗浄装置の説明図である。
【図２】図２は、本発明の内視鏡の各管路と洗浄部材と接続ポートの接続関係を示す説明
図である。
【図３】図３は、本発明の洗浄部材の断面図である。
【図４】図４は、本発明の異なる洗浄部材の説明図である。
【図５】図５は、本発明の図４に示す洗浄部材に使用するカートリッジの斜視図である。
【図６】図６は、洗浄方法と洗浄効果の試験結果を示す表である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の内視鏡洗浄装置について、図に示す実施例を用いて説明する。
　図１及び図２において、Ａは内視鏡洗浄装置で、内視鏡の外表面を洗浄する外表面洗浄
装置Ｂと、内視鏡内の管路内を洗浄する管路内洗浄装置Ｃと制御部Ｄを備えており、前記
外表面洗浄装置Ｂは、内視鏡検査が終了した使用後の内視鏡１を収容する洗浄槽２と、蛋
白質分解酵素、脂質分解酵素、またはアミン系蛋白除去剤などを含有する洗浄液、次亜塩
素酸水などのアルカリ水等の洗浄液、その他の洗浄液を貯留しておく洗浄液タンク３と、
該洗浄液タンク３から前記洗浄槽２に洗浄液を供給する洗浄液供給手段４と、洗浄が終了
した後に洗浄槽２から洗浄液等を排出する排出手段５とから構成されている。
【００１９】
　前記洗浄液を供給する洗浄液供給手段４は、前記洗浄液タンク３の底部から液体ポンプ
６により洗浄液送給管７を通って前記洗浄槽２に洗浄液を送給するとともに、後述する液
体注入装置８の一部を担うもので、前記洗浄液送給管７から分岐した送液管９等を介して
内視鏡１の管路内に洗浄液を注入するものである。
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　また、前記洗浄液を排出する排出手段５は、前記洗浄槽２から排出管４６によりフィル
ター４７を介して再び洗浄液タンク３に戻したり、排出用液体ポンプ１０により廃液送給
管１１を介して内視鏡洗浄装置Ａの外に排出するようになっている。 
　さらに、水道水により内視鏡１の外表面を洗い流すために、水道蛇口１２からフィルタ
ー１３等を介して給水管１４により、前記洗浄槽２内に送水でき、また、シャワーヘッド
１５を介して水道水を流出させ、内視鏡１の外表面を洗い流すことがき、さらに、給水管
１４から分岐し内視鏡の１の管路内にも送水できるようになっている。　　 
【００２０】
　前記管路内洗浄装置Ｃは、球状洗浄具１６と、該球状洗浄具１６を収納する洗浄部材１
７と、該洗浄部材１７を内視鏡１の吸引チャンネル１８の吸引チャンネル口１９と接続ポ
ート３０との間に着脱できるように装着する洗浄部材装着部２１と、前記内視鏡１の吸引
チャンネル口１９等の管路内に洗浄液等の液体を注入する液体注入装置８と、前記内視鏡
１の吸引チャンネル口１９等の管路内に空気を注入する空気注入装置２２とから構成され
ている。
　前記液体注入装置８は、前記洗浄液を供給する洗浄液供給手段４を共用するもので、前
記洗浄液タンク３に貯留されている洗浄液を送給する液体ポンプ６と、前記洗浄液を送給
する洗浄液送給管７から分岐して設けられた送液管９とからなり、該送液管９には前記制
御部Ｄにより開閉制御される液体送給切換バルブ２３と、送液管内を流れる液体の流量を
計測する流量センサー２４が設けられている。
　尚、洗浄液タンク３とは異なるタンクを用意し、洗浄槽２に送給する洗浄液とは異なる
洗浄液、消毒液を貯留し、送液管により吸引チャンネル口１９等に注入できるようにする
こともできる。
【００２１】
　前記空気注入装置２２は、空気ポンプ２５と圧縮空気を貯留する空気タンク２６と圧縮
空気を送給する送気管２７とからなり、該送気管２７には前記制御部Ｄにより開閉制御さ
れる空気送給切換バルブ２８が設けられている。
　そして、前記液体注入装置８の送液管９と前記空気注入装置２２の送気管２７は接続さ
れ、両者が接続された送給管２９は、前記洗浄槽２の周辺部に設置された接続ポート３０
の複数の送給路接続部３１の上流側に接続されている。
　前記接続ポート３０の各送給路接続部３１の下流側には、内視鏡の複数の管路３２等と
接続する複数の接続具が接続さる。該接続具の１つは内視鏡の管路の基端側開口であるユ
ニバーサルコード部２０の吸引チャンネル口１９に洗浄部材１７を装着する洗浄部材装着
部２１であり、その他の接続具は、送気チャンネル、送液チャンネル等の管路と接続する
接続アダプターである。前記洗浄部材装着部２１及び接続アダプターとしてはチーブを使
用するのが好ましい。
　内視鏡が内部に有する複数の管路の内、吸引チャンネル１８は鉗子チャンネル３３と連
通し、この管路には液体と空気だけでなく球状洗浄具１６を送り込み洗浄を行うため、前
記複数の送給路接続部３１に洗浄部材装着部２１の上流側装着部２１ａを接続し、これに
球状洗浄具１６を収納した洗浄部材１７の上流側の接続部３６を嵌入接続する。また、洗
浄部材１７の他方の下流側の接続部３６は前記吸引チャンネル口１９に接続する洗浄部材
装着部２１の下流側装着部２１ｂに嵌入接続するようになっている。
【００２２】
　前記制御部Ｄは、前記液体注入装置８により注入される洗浄液等の液体の注入量、注入
時間および注入間隔を制御する液体注入装置制御機能と、前記空気注入装置２２により注
入される空気の注入圧力、注入時間および注入間隔を制御する空気注入装置制御機能とを
備え、前記内視鏡１の管路内に、洗浄液等の液体のみを送給したり、液体と空気を同時送
給したり、空気のみを送給したり、液体と空気を交互に送給したり、液体又は空気を間欠
的に送給するなど、液体と空気の送給方法を選択して制御することができる機能を備えた
ものである。
　そして、内視鏡１の管路内の洗浄を開始する際に、液体送給切換バルブ２３を開成し液
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体のみを送液管９から送給管２９を通って前記接続ポート３０の送給路接続部３１に送給
し、前記上流側装着部２１ａを介して前記洗浄部材１７に供給し、洗浄部材１７の内部に
保持されている球状洗浄具１６を水流で内視鏡１の管路内に送り込み、また、液体送給切
換バルブ２３と空気送給切換バルブ２８の両者を開成し、液体と空気を同時に送給し球状
洗浄具１６を内視鏡１の管路の吸引チャンネル１８から鉗子チャンネル３３に送り込むこ
とができるようになっている。
　また、前記球状洗浄具１６が充分に液体を吸収し膨潤した後、吸引チャンネル１８に送
り込まれるように、わずかの液体を洗浄操作を開始する前に流すこともできるようになっ
ている。
　さらに、前記制御部Ｄは、液体送給切換バルブ２３と空気送給切換バルブ２８の両者を
交互に開閉制御し、前記球状洗浄具１６を前記吸引チャンネル１８に送り込む際、前記液
体を３０～６０秒流し、その後空気を１０～２０秒を流す操作を１セットとし、これを３
～７回繰り返すように制御することができる。
　また、内視鏡１の管路内洗浄が終了した後、液体送給切換バルブ２３を閉止し空気送給
切換バルブ２８を開成し、空気のみを供給し管路内を乾燥させることができる。
【００２３】
　前記液体注入装置Ａは、前記内視鏡の管路内に５００ｍＬ／分以上の流量にて液体を供
給可能としたものであり、短時間に液体を１０００ｍＬ／分以上送給するように設定する
のが望ましい。
　また、前記空気注入装置は、前記内視鏡の管路内に５０ＫＰａ以上の圧力にて空気を送
給可能としたものであり、送給圧力が１００ＫＰａ以上で送給するよう設定するのが望ま
しい。
【００２４】
　前記内視鏡洗浄装置Ａには制御部Ｄが備えられ、該制御部Ｄには前記液体注入装置８の
前記送液管９に設けた流量センサー２４で検知した流量を電気信号に変え入力するように
なっている。
　そして、前記制御部Ｄは、目詰まり判断用流量値を記憶しており、前記流量センサーに
より検知される流量の電気信号が、前記目詰まり判断用流量値以下、例えば１００ｍＬ／
分以下となったことを検知したときに、前記内視鏡洗浄装置Ａに備えた警報装置４５から
警報を出し知らせるようになっている。また、前記制御部Ｄは、前記目詰まり判断用流量
値以下となったことを検知しとき、前記液体注入装置８および前記空気注入装置２２の作
動を停止させることもできる。
【００２５】
　前記球状洗浄具１４は、多数の極細繊維により略球状に成形された多孔質体で弾性に富
んだ性質を持ち、内視鏡１の管路内壁の付着物を該多孔質体の表面および多孔質体内にて
取り込み除去するもので、洗浄液等の液体が前記液体注入装置１７により送られると液体
を吸収し膨潤する。膨潤すると洗浄対象となる内視鏡の内径より大きな外径となり、管路
内に送り込まれたとき、注入される前記液体もしくは液体と空気により前記管路の内壁に
密に接触した状態で移動する。
　特に、内視鏡の吸引チャンネルと組織採取用の鉗子チャンネルは連通し、吸引チャンネ
ルの内径は一般に鉗子チャンネルの内径よりも大きいものが多い。それ故、使用する球状
洗浄具１６としては、液体を吸収し膨潤したときの外径が吸引チャンネルの内径よりもや
や大きくなる大きさの球状洗浄具を使用する。これにより、吸引チャンネル口１９から球
状洗浄具１６を送り込むと吸引チャンネル１８の内壁に密に接触しながら移動し、やがて
内径の小さな鉗子チャンネル３３に差し掛かると、球状洗浄具は水流の圧力若しくは水流
と空気の圧力でその形を楕円形に変形し、鉗子チャンネル内の内壁に強く接触した状態で
移動し、管路の先端側開口４８から排出される。
　その他、湾曲した部分、キズがある部分、段差がある部分も密着した状態で球状洗浄具
は移動する。
　前記球状洗浄部材１７に収納する前記球状洗浄具１６は、一度の洗浄に必要な数は１～
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５個であり、３個使用すれば、ほとんど分泌物、血液、組織片などの汚染物を除去でき、
ウイルス、細菌その他の各種微生物もぬぐい絡め取り除去することができるものである。
　　　　　　　
【００２６】
　前記洗浄部材１７は、図３に示すように、３個の前記球状洗浄具１６を保持する筒状部
材３４と、該筒状部材３４を収容する収容ケース３５とから構成され、前記筒状部材の内
径は球状洗浄具１６の外径よりやや小さく、前記筒状部材３４に前記球状洗浄具１６を挿
入すると筒状部材３４から容易に転がり出ることがないよう保持できる大きさの内径とな
っている。
　また、前記筒状部材３４を収容する収容ケース３５は、円筒形で両端部が絞り込まれ、
前記筒状部材３４の内径とほぼ等しい内径に形成された上流側の接続部３６と下流側の接
続部３６を両端に備えている。
　この収容ケース３５の両端の接続部３６、３６には、前記洗浄部材装着部２１のチュー
ブ状の前記上流側装着部２１ａおよび前記下流側装着部２１ｂの内部に液密に接続できる
ようにシール用の環状リブ３７、３７が設けられている。
【００２７】
　図４及び図５は、前記洗浄部材１７の異なる実施例を示すものであり、この洗浄部材１
７’は主に前記洗浄槽２の周辺部に設置して使用するものである。
　該洗浄部材１７’は、３つの球状洗浄具１６を保持する３つの保持孔３８を有するカー
トリッジ３９と、該カートリッジを挿入するカートリッジ装着部４０と、前記保持孔３８
と連通し、該保持孔３８の球状洗浄具１６に液体もしくは液体と空気を送給する３本の上
流側流路４１と、前記保持孔３８と連通し、前記保持孔３８から球状洗浄具１６から内視
鏡１の管路へ送り出す３本の下流側流路４３とから構成され、さらに、３本の上流側流路
４１は集結して前記洗浄部材装着部２１の前記上流側装着部２１ａに接続可能な流入側接
続部４２を備え、同様に３本の下流側流路４３も集結し前記洗浄部材装着部２１の前記下
流側装着部２１ｂに接続可能な流出側接続部４４を備えている。
　そして、前記３本の下流側流路４３は、前記カートリッジ３９より送り出される３個の
球状洗浄具１６の前記流出側接続部４４への到達時間が異なるものとするために、各下流
側流路４３の流路長がそれぞれ異なるように、直線上、波形状、螺旋状としたものである
。
　尚、前記下流側流路４３の形状はこれらに限られるものではなく、流路長を変えること
ができる形状であればよい。
【００２８】
　内視鏡１の洗浄には、蛋白質分解酵素、脂質分解酵素、またはアミン系蛋白除去剤など
を含有する洗浄液、次亜塩素酸水などのアルカリ水等の洗浄液、その他の洗浄液を使用す
る。一般的には消毒液を使用すると、内視鏡に付着する有機物を凝固させ、その後の洗浄
に支障をきたす場合があるので、上記洗浄液を主に使用するが、上記の球状洗浄具１６と
洗浄液を使用して洗浄工程を終了した後に、消毒液を内視鏡の管路内に送給し、また、内
視鏡の外表面を消毒液に侵漬し、その後消毒液を洗い流しリンスすることにより、洗浄と
消毒を行ってもよい。
【００２９】
　上記構成により、内視鏡１を洗浄する場合、初めに洗浄槽２に洗浄液供給手段４により
洗浄液タンク３に貯留している洗浄液を供給し、洗浄槽２を洗浄液で満たし、その中に内
視鏡全体を侵漬する。侵漬した状態でスポンジ、ガーゼ、布等を使用して内視鏡１の外表
面の汚染物を除去し、また、水道水をシャワーヘッドから流出させるなどして濯ぎ洗浄を
する。
　内視鏡１の外表面の洗浄が完了した後、または、後述する内視鏡管路内の洗浄が終了し
た後、洗浄槽内の洗浄液を再利用する場合は排出管４６からフィルターを４７を通って再
び洗浄液タンク３に戻す。洗浄槽内の洗浄液を破棄する場合は、排出ポンプ１０により廃
液送給管１１から内視鏡洗浄装置Ａの外に排出する。
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【００３０】
　内視鏡１が内部に有する複数の管路内の洗浄は、前記洗浄槽２の周辺部に設置した接続
ポート３０の複数の送給路接続部３１の一つに、前記洗浄部材装着部２１の上流側装着部
２１ａを用いて前記洗浄部材１７の上流側の接続部３６を接続し、また、該洗浄部材１７
の下流側の接続部３６を洗浄部材装着部２１の下流側装着部２１ｂを用いて内視鏡１の基
端側開口であるユニバーサルコード部２０の吸引チャンネル口１９に接続する。
　次いで、液体注入装置８と空気注入装置２２が制御部Ｄからの指令により、液体ポンプ
６を作動し液体送給切換バルブ２３が開かれ液体が洗浄液送給管７から送液管９を通り、
送気管２７と接続された送給管２９を通り、前記接続ポート３０の複数の送給路接続部３
１に送られ、また、液体と空気を同時に送給する場合は、空気送給切換バルブ２８が開か
れ、空気ポンプ２５が作動し空気タンク２６から送気管２７を通って、送液管９と接続さ
れた送給管２９を通り前記接続ポート３０の複数の送給路接続部３１に送られる。
【００３１】
　複数の送給路接続部３１に送られた液体もしくは液体と空気は、送給路接続部３１の一
つから前記洗浄部材装着部２１の上流側装着部２１ａを通って洗浄部材１７に送給され、
洗浄部材１７の筒状部材３４に収納されている球状洗浄具１６を洗浄部材から送り出し、
前記洗浄部材装着部２１の下流側装着部２１ｂを通ってユニバーサルコード部２０の吸引
チャンネル口１９から吸引チャンネル１８内に送り込まれる。
　送り込まれた球状洗浄具１６は、吸引チャンネル口１９に送られるまでに液体を吸収し
て膨潤した状態にあり、液体もしくは液体と空気の圧力を受け、管路の内壁に密に接触し
た状態で移動する。球状洗浄具が吸引チャンネルから内径の小さい鉗子チャンネルに差し
かかると球状洗浄具は水流及び空気の圧力を受け楕円形に変形して鉗子チャンネル内を内
壁に強く密着した状態で移動し、やがて内視鏡の先端側開口４８から排出される。排出さ
れた球状洗浄具１６は、洗浄槽１２の排水口に設けたネット等で回収され、使用した球状
洗浄具１６の個数だけ回収されたことを確認する。
【００３２】
　吸引チャンネル口１９から球状洗浄具１６を送り込む際、制御部Ｄにより洗浄対象とな
る内視鏡の種類、内視鏡の使用状態、汚染の程度等を勘案して、液体の注入量・注入時間
・注入間隔を制御し、また、空気の注入圧力、注入時間、注入間隔を制御し、液体のみ又
は液体と空気を同時に送給したりする。
　例えば、洗浄液等の液体を４５秒流しその後空気を１５秒流すという操作を１セットと
し、これを５回繰り返して行うと洗浄効果が高くなる。
　上記１セットの洗浄操作のみでは、管路の内径が小さくなっている部分、管路内の屈曲
部、キズ等により球状洗浄具が通過する際に障害となり球状洗浄具が停止したり、詰まる
状態を呈することがある。しかし、複数セット繰り返して行うことによりほとんど管路内
に詰まることがない。また、管路内に送給する空気の圧力を、通常内視鏡の管路内を乾燥
させるために送り込む圧力のおよそ３倍位に高く設定しているので、球状洗浄具１６を充
分に管路内から押し出すことができる。
　１セット目で球状洗浄具１６が排出されたときは、２セット目以降は液体のみもしくは
液体と空気が送給されることになる。
　球状洗浄具１６が排出されたか否かは流量センサー２４で検出する流量が制御部に記憶
している目詰まり判断用流量値を下回ったか否かで判別することができ、前記制御部Ｄか
ら指令を出し、例えば第３セット以降は液体もしくは液体と空気の送給を停止することも
できる。また、球状洗浄具１６が管路内に詰まった旨を警報装置４５により知らせること
ができる。
　尚、吸引チャンネル１８、鉗子チャンネル３３以外の送気チャンネル、送液チャンネル
等の管路３２は、複数の送給路接続部３１と接続アダプターで接続され、液体もしくは液
体と空気が送給され洗浄がされる。
　また、液体及び空気を送給する際には、内視鏡の操作部にある鉗子口等に蓋をし、液体
及び空気が逃げないようにして行う。
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【００３３】
　次に、前記洗浄部材として、図４及び図５に示す洗浄部材１７’を使用した場合は、球
状洗浄具１６が収納されたカートリッジ３９をカートリッジ装着部に挿入しセットする。
その後前記実施例と同様の操作で、液体もしくは液体と空気が前記送給路接続部３１から
前記洗浄部材装着部２１の上流側装着部２１ａを通って洗浄部材１７’の流入側接続部４
２から３本の上流側流路４１を通り、カートリッジ３９の保持孔３８に送球される。収納
されている３個の球状洗浄具１６は水流もしくは水流と空気の圧力を受け保持孔３８から
送り出され、３本の下流側流路４３から流出側接続部４４を通り前記洗浄部材装着部２１
の前記下流側装着部２１ｂからユニバーサルコード部２０の吸引チャンネル口１９から吸
引チャンネル１８内に送り込まれる。
　３個の球状洗浄具１６は、それぞれ異なる流路長を有する３本の下流側流路４３内を移
動して行くので、直線状の流路と波型の流路と螺旋状の流路を通る球状洗浄具１６は下流
側流路４３が集結する流出側接続部４４に達する時間が異なるため、同時に３個の球状洗
浄具１６に液体もしくは液体と空気が送給されても、送り出された球状洗浄具は時間差を
持って吸引チャンネル口１９から送り込まれることになる。したがって、時間差を持って
球状洗浄具を送り込むための装置を必要としない。
【００３４】
　本発明は、上記構成としたので、内視鏡の外表面と内視鏡内の複数の管路内を洗浄する
ことができ、内視鏡内の複数の管路の内、吸引チャンネルと鉗子チャンネルは液体もしく
は液体と空気により球状洗浄具が管路の内壁に密に接触した状態で移動するので、管路の
内径の大小の差、段差、湾曲部があっても、隅々まで確実に洗浄でき、内視鏡の管路内壁
に付着した粘液などの分泌物、血液、組織片など汚染物、ウイルス、細菌その他の各種微
生物などを除去できる。
　また、内視鏡の吸引チャンネル口から送り込まれた球状洗浄具と液体もしくは液体と空
気は、内視鏡の基端側開口から先端側開口に向かって移動し、汚染の激しい内視鏡の先端
部開口付近が最後に洗浄されるので効果的に洗浄がされ、さらに、内視鏡の体控内に挿入
され汚染の激しい管路の先端側開口部に洗浄装置を取り付ける必要が無く、汚染の少ない
ユニバーサルコード部の吸引チャンネル口に管路内洗浄装置の洗浄部材装着部を接続して
洗浄作業をするので、洗浄作業する人も汚染されることがなく、また、管路内洗浄装置も
汚染されることなく管路内洗浄装置自体の洗浄を必要としないので使い勝手がよい。
　また、内視鏡の管路と接続ポートとの間に洗浄部材を装着するのみでよいから洗浄作業
が容易に行え、複数の球状洗浄具が同時に球状洗浄部材から送り出されても、時間差を持
って内視鏡の管路内に送り込まれるので、内視鏡の管路内で球状洗浄具が詰まることがな
く、万一球状洗浄具が管路内に詰まったときは警報装置によりその旨を知らせるので使い
勝手もよい。
【実施例】
【００３５】
　図６は、洗浄方法と洗浄効果の試験結果を示す表であり、内視鏡の管路内に、
ａ．球状洗浄具を使用しないで、水のみを送給し洗浄した場合。
ｂ．球状洗浄具３個を使用し、水及び空気を送給し洗浄した場合。
ｃ．球状洗浄具を使用しないで、アミン系洗浄剤のみを送給し洗浄した場合。
ｃ．球状洗浄具３個を使用し、アミン系洗剤及び空気を送給し洗浄した場合。
の管路の内壁の汚れ剥離度（蛋白除去率）、及び、管路の内壁に固着させた細菌の除去率
を調べたものである。
　なお、球状洗浄具としては、エチレンビニルアルコール共重合体とポリエチレンテレフ
タレートにより、多層分割型極細繊維でできた球状洗浄具３．５ミリ径のものを、内視鏡
の管路３．２ミリ径のものに送り込んで測定した値である。
　実験方法は、ＩＳＯ　１５８８３－４，４．３．５及び６．１１．３の試験法に基づく
試験で、図３に示す球状洗浄具１６を３個収納した洗浄部材を使用した。
　１８０センチの長さの内視鏡管路内を、温度３０度±２、７２時間～９６時間、１ｍＬ
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当たり、１０の８乗の緑膿菌入り培養液をポンプにて循環させ、内視鏡管路（チューブ）
内表面に緑膿菌のバイオフィルムを形成させ、該バイオフィルムを形成したチューブを１
２０ｍｍ切り取り、これを６個に切り分け（２０ｍｍ×６個）、それぞれ３個づつを蛋白
剥離試験及び菌剥離試験に使用した。
　尚、２０ｍｍに切られた３つのチューブは、それぞれ内視鏡の鉗子チャンネル（バイオ
プシチャンネル）、鉗子チャンネル口（バイオプシチャンネル口）と吸引チャンネル口（
サクションチャンネル口）の間とユニバーサルコード部の吸引チャンネル部をカットし、
バイオフィルムを形成させたチューブを繋ぎ、本発明の内視鏡洗浄装置にて洗浄工程を行
い、蛋白及び細菌の減少率を検査した。
【００３６】
　その結果、図６の洗浄方法と洗浄効果の試験結果を示す表に記載したように、
球状洗浄具３個を水及び空気で圧送するだけで、洗浄後の固着菌量及び蛋白量が大幅に減
少し、球状洗浄具３個をアミン系洗剤と空気で圧送した場合は、固着菌量及び蛋白量は検
出限界以下となり、洗浄効果が極めて高いことが分かる。
　したがって、検査に使用した内視鏡を再使用する場合、本発明の内視鏡洗浄装置を使用
して洗浄すれば、二次感染を防止することができる。
【符号の説明】
【００３７】
　Ａ…内視鏡洗浄装置
　Ｂ…外表面洗浄装置
　Ｃ…管路内洗浄装置
　Ｄ…制御部
　１…内視鏡
　２…洗浄槽
　３…洗浄液タンク
　４…洗浄液供給手段
　５…排出手段
　６…液体ポンプ
　８…液体注入装置
　９…送液管
　１０…排出用液体ポンプ
　１１…廃液送給管
　１２…水道蛇口
　１３…フィルター
　１４…給水管
　１５…シャワーヘッド
　１６…球状洗浄具
　１７…洗浄部材
　１７’…異なる洗浄部材
　１８…吸引チャンネル
　１９…吸引チャンネル口（管路の基端側開口）
　２０…ユニバーサルケーブル部
　２１…洗浄部材装着部
　２１ａ…上流側装着部
　２１ｂ…下流側装着部
　２２…空気注入装置
　２３…液体送給切換バルブ
　２４…流量センサー
　２５…空気ポンプ
　２６…空気タンク
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　２７…送気管
　２８…空気送給切換バルブ
　２９…送給管
　３０…接続ポート
　３２…内視鏡の管路
　３３…鉗子チャンネル
　３４…筒状部材　　
　３５…収容ケース
　３６…接続部
　３７…環状リブ
　３８…保持孔
　３９…カートリッジ
　４０…カートリッジ装着部
　４１…上流側流路
　４２…流入側接続部
　４３…下流側流路
　４４…流出側接続部
　４５…警報装置
　４８…管路の先端側開口

【図１】 【図２】

【図３】
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